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品
類
足
論
の
原
典
に
つ
い
て
研
究
す
る
た
め
の
の
一
部
と
し
て
こ
こ
に
第

文
資
料
と
い
う
特
性
の
故
に
、
供
会
論
の
中
に
引
用
さ
れ
た
ふ
類
是
論
の
文
を
ま

も
の
で
、
原
写
木
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
で
は
な
い
。
を
た
引
用
さ
れ
た
文
も
供
会
論
の
み
に
議
定
す
る

部
れ
も
さ
ら
に
整
備
・
拡
充
す
る
必
要
が
あ
る
。
じ
か
し
究
文
資
料
の
増
加
は
摸
訳
文
離
の
検
討
の
た
め
に
も
不
可
欠
で
あ
る
の

り
あ
え
ず
現
在
の
務
に
ま
と
め
て
お
い
た
。

な
お
関
毘
E

骨
骨
五
法
行
経
の
検
討
は
、
党
文
資
料
に
関
ず
る
も
の
で
は
な
い
が
、
原
典
の
形
態
に
関
す
る
試
考
で
あ
る
の
で
こ
こ

の
各
新
片
及
び
、

め
た
。

は
公
刊
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
も
と
づ
〈

な
い
の
で
あ
っ
て
、
と

ず
る
こ
と
に
し
た
。
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写
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一
の
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に
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ト
シ
ュ
ミ
γ

ト
教
授
の
カ
タ
ロ
グ
じ
が
い
て
番
号
五
九
九
を
与
え
ら
れ
た
四
葉
の
断

斤
が
あ
る
。
こ
の
カ
タ
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グ
ほ
次

η
よ
う
な
比
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を
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っ
て
い
る
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さ
て
、
そ
し
て
未
比
定
の
一
回
-
z
n
E
に
つ
い
て
は
ロ

l
マ
ナ
イ
ズ
し
た
テ
キ
ス
ト
を
提
供
し
て
い
る
o

ロ
l
ゼ

γ
女
史
に
よ
る
研
究
が
発
表
さ
れ
た
の
を
見
る
と
、
三
葉
を

そ
の
後
、

ω
同

b
m
H
片
山
間
)
伊
同
一
可
M同
U
1
m
w

す
な
わ
ち
集
具
門
足
論

の
究
文
断
片
と
し
て
扱
っ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
比
定
が
妥
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
両
者
の
聞
に
充
分
な
対
応
を
欠
い
て

い
る
こ
と
か
ら
看
取
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
提
示
さ
れ
て
い
る
断
片
の
テ
キ
ス
ト
に
か
え
っ
て
検
討
し
た
結
果
、
こ
の
一
一
一
葉
は
品
類
足
論
の

ま
た
未
比
定
の
一
葉
も
品
類
足
論
の
も
の
で
あ
る
と
結
論
し
え
た
。
以
下
に
漢
訳
等
と
の
対
照
を
示
す
が
、
特

断
片
と
み
な
し
て
よ
く
、

に
断
わ
ら
な
い
場
合
は
玄
英
訳
を
指
す
。

巴
-ZH-
巳
は
日
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論
の
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品
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全
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智
道
智



(

凶

)

討d
.C/) 

t" .~坦
阿・ 可

g g-
i:). 

t....:.. P1t 
ロe 巴
凶l 段
l:l -<: 
凶同
cρ 
ミ4 同

?'ロ
ロ
rlト
匂
且II
巳4
戸

~. 

ロE
P>l 

B 
「ーー、-L...ー」

ー¥ーノ
(

ω

)

 

(
仏
己

]UFr丘
町

FHH戸
)
田
吉
田
戸

H
H
H
E
aと
R
Z
S
E
E
S門
HF丘
町
凶

(MHHH戸
田
吉
〉

(

品

)

H
V
一
門
戸
(
日
仏
印
出
]
乙

守
山
)
同
日
目
立
と

2
5
H
M
M
0
4戸

g
z
s
g
H
S
E間
口
(
削
口
問

HHH

(

印

)

也
日
向
。
目
立
田
}
ゆ
間
口
白

HHHHU28富
山
山
町
円
凶

HH何回同国一
2内
Hi--・3

ー¥J 
明
J

弘
田
口
『
毛
広
島
巾
Hr
。-S
N
O
F
u
h
F・

(
由
回
同
七

4叫
昨
日
〕

B

E
告

g
H
H
M
)
4」
2
5
B
0
4向
。

r
g
u
B
S
E仰
ロ
名
門
包
ゆ
l

( σ、
) 

)
[
b
]
-
(
何
回
伊
)
:
・

】

」ノ

F
U回
目
白
向
日
之
江
l

(
H
N
H
)
(出
)
ロ

J13占
古
川
日
ロ
同
国
可
向
付
宮
山
、
丘
四
回

31mH戸
[
ロ
己
]
(
守
同
仏
丘
町
山
悶
ロ
同
印
可

mHO伊
)
:
:
:

(

日

)

〈

B
凶

H-mεRFEHMHBMWHmど
mmHHgHHH
ゆ

)4mw
方
向
山

O同
HH削
告
白
山
〕
出
間
口
同

HH問
HHH

}
官
主
広
島
・
円
H
E
T
B
]官
富
山
岳
83ey--

北
次
文
学
部
紀
要

童
智
無
生
智
。

類
智
是
幾
智
全
。
幾
智
少
分
。
答
類
智
是
類
智

全
。
七
智
少
分
。
謂
他
心
知
日
苦
智
集
智
滅
智
道

智
霊
智
無
生
智
。

他
心
智
是
幾
智
全
。
幾
智
少
分
。
答
他
心
智
是

他
心
智
全
。
四
智
少
分
。
謂
法
智
類
智
世
俗
智

道
智
。
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世
俗
智
是
幾
智
全
。
幾
智
少
分
。
答
世
俗
智
是

世
俗
智
全
。

一
智
少
分
。
謂
他
心
智
。

苦
知
日
是
幾
智
全
。
幾
智
少
分
。
答
苦
智
是
苦
智

全
。
四
智
少
分
。
謂
法
智
類
智
壷
知
日
無
生
智
。

集
智
減
智
麿
知
亦
爾
。
道
智
是
幾
智
全
。
幾
智

少
分
。
答
道
智
是
道
智
全
。
五
智
少
分
。
謂
法

智
類
智
他
心
智
章
智
無
生
智
。
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童
智
是
幾
智
全
。
幾
智
少
分
。
答
壷
智
是
童
智

全
。
六
智
少
分
。
謂
法
智
類
智
苦
智
集
智
滅
智

道
智
。

無
生
智
亦
爾
o

知昆諸何
欲、曇行故
界、論因法
繋、|諸智
行|行是
滅知滅法
O 欲、諸智
知界、行全
断繋、能 O

欲、行断答
界、昔、道法
繋、。故智
行知 O 知
道欲、(欲
O 界、衆界
六繋、事繋
二行分諸
九因阿行
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下何
故
法
智
是
他
心
智
少
分
。
答
法
智
知
欲
界
繋

諸
行
能
断
道
中
他
無
漏
心
心
所
故
。

C
H
O
〈

C
:
:
:
:・
(
戸
〉

}gb払
伊
(
片
ミ
ヨ
己
目
門
戸
仲
良
三
・

(
同
)
[
}
内
]
(
己
)

h

r

H

[
日
戸
]
(
片
山
山
l

次
に
巴
・

=
o
i
H
Qど
は
第
六
日
間
「
弁
揖
等
口
問
」
)
の
中
の
三
法
の
終
り
か
ら
四
法
の
は
じ
め
に
か
け
て
の
部
分
に
相
当
す
る
。

不
善
業
云
何
。
謂
不
善
身
語
業
及
不
善
思
。

吉
日
向
島
旨
戸
)
:
・
... 

無
記
業
云
何
。
謂
無
記
身
語
業
及
無
記
思
。
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復
次
身
増
上
所
起
善
有
漏
無
漏
道
。
是
名
身
念

住

(
広
田
〉
自
己
[
口
ユ
(
戸
芯
詰
岳
ロ

r
B
3
u己
同
呂
田
子
山

E
S・
)
:
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トコ
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白山

2
2悶
HHmFR向
4
弘
口
回
目
仏
国
、
]
日
戸
口
苫
8
2
7
R
B日
〉
由
自
立
可
ロ
℃
問
団
子
同
ロ
同
B-

受
増
上
所
起
善
有
漏
無
漏
遣
。
是
名
受
念
住
。

心
増
上
所
起
善
有
漏
無
漏
遣
。
是
名
心
念
住
。

法
檎
上
所
起
善
有
漏
無
漏
道
。
是
名
法
念
住
。

漢
訳
で
は
こ
の
あ
と
に
「
復
次
縁
身
所
起
善
有
漏
無
漏
慧
。
是
名
身
念
住
O

L

云
々
の
第
三
説
幻
出
す
が
、
玄
英
訳
の
通
り
で
は
訳
文

の
分
量
が
断
片
に
比
べ
て
多
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
求
那
践
陀
羅
訳
の
よ
う
に
、
恐
ら
く
原
本
は
省
略
形
で
出
さ
れ
て
い
て
、
欠
け
て
い
る

部
分
に
第
三
説
が
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
る
o

求
那
抜
陀
羅
の
訳
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
復
次
身
増
上
彼
道
生
善
有
漏
及
無
漏
。
是
名
身
念
慮
。
受
心
法
増
上
彼
道
生
善
有
漏
及
無
漏
。
是
名
法
念
慮
。

復
次
縁
身
、
慧
。
是
身
念
慮
。
縁
受
心
法
慧
。
是
法
念
慮
」
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(
六
五

O
下
)

矯
令
己
生
悪
不
善
法
得
、
氷
断
故
勤
修
正
断
云
何
。

(
印
)
牛
「
臼
田
川
FOEHH
・官任問問、慣例
E
r
q戸
[
窓
]
3
5
M
F
H
[哲
]
H
M
2
5
5宮
ロ
ロ
同
♀
)

謂
魚
令
己
生
悪
不
善
法
永
断
増
上
所
起
善
有
漏

無
漏
遣
。

衆
事
分
間
毘
一
曇
論
で
は
こ
の
あ
と
に
「
是
名
己
起
i

悪
不
善
法
方
便
令
断
正
勤
」
を
加
え
て
い
る
。
以
下
も
同
様
で
あ
る
が
、

」
の
方
が
断

片
に
合
ラ
で
あ
ろ
う
。
集
異
門
足
論
に
も
「
是
名
第
一
」
な
ど
の
語
が
加
え
ら
れ
て
い
る
o

( 

品
) 

虫
記
号
印
ロ
ロ

MHHH問
、
苦
回
以
阻
ん
同
信
}
内
問
。
ロ
間
百
四

}grzロ
Mどが
内
山
}
戸
田
門
自
問

-BHHH

震
令
未
生
悪
不
善
法
永
不
生
故
勤
修
正
断
云
何
。

本
李
λ

学
部
紀
平
要



EE壊革製品i'aQ医科はやムν

(5) (mar) gal;t samutpannal;t kusalal;t sasravanasrava吉田 idam

ucyate anutpanna(nam)…… 

(6) (dharmar;a) m utp亘dayasa (mya) [kpraha早a]rp katarat. 

anutpannanarp kusalanarp dharmar;arp …・・

…(idam ucyate anutpannanarp kusalanarp) 

(R 1 ) dharma早amutpadaya samyakprah亘平am.

utpannanarp kusalar;am dharmar;亙rpsthitaye .. 

(kata) (2) rat. 

utpannanarp kusalanarp dharmar;arp sthitaye asarpmo号aya

bhavana . 

(3) idam ucyate utpannanam kusalanam dharmar;arp sthita-

(ye)・・・・・・-

臨慣や~ぐ制問êlf淵E誕持制空~..Lj在地欄[{尽蝶

蝶蝶冊。

眼や~毛剖相E巡制手当童話~同遍1同写。程膿司ド

~モ剖1掛E梨悪E母{亀田斗底思1間[~~悪感際開。

興<¥p.旧制湖E出副士五lモ回途提42騨虫E世主E去と

組手話番最巡出量蚕1同足。聴哩や旧制1間E現副士五

時同巡標迩騨事~1出枠組幸~..Lj~摺淵[~曝属i

l竪冊。

お川l隆幸子歯忠世揖在日正1目足。聴き長幸F斗出ミ

(idam ucyate chanda) (4) samadhiprahar;asarpskarasamanva- 摺淵[~騒騒曝相。

gatal;t rddhip亘da(l;t) 

終結古玉起蝶揺士三 rlli~挺{同級忠告さ嵩思料日当。聴き長幸~..Lj~ぎ摺剖淵[~曝肖曜日1襲。判~1W話回~tと宅産福島輔副o J ，..¥jト点。

リ )J'{-!--，9)J Q括判Q-ft¥':も匝話料12国ム千)-¥Q心心。

(5) (sa) manvagata rddhipadal;t (chan) [darp v] iryarp cittarp 蔀川選是認遍!と世極意岡山EO賠訴幸子斗庄

<=> -



(自問
H
H
H
M
Z
M
)
印
凶
回
向
日
間
仏
Z
H
V吋
同
ゲ
同
信
州
て

起
普
有
漏
無
漏
選
。

心
三
摩
地
断
行
成
就
一
紳
足
云
何
。
謂
心
掛
日
上
所

起
善
有
漏
無
漏
遣
。

観
三
摩
地
断
行
成
就
神
足
云
何
。
調
観
増
上
所

起
善
有
漏
無
漏
選
。

」
こ
で
も
求
那
政
陀
羅
は

「
云
何
精
進
心
慧
定
浄
行
成
就
如
意
足
。
謂
慧
等
増
上
彼
道
生
善
有
漏
及
無
漏
。
是
名
慧
定
浄
行
成
就
如
意
足
」

(
六
五

O
下
i
六
五

一
上
)

断
片
の
解
読
に
は
な
お
疑
問
を
残
す
が
(
特
に

釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
次
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

(
ロ
}
戸
田
口
)
[
仏
国
自
]
の
部
分
)
、
玄
英
訳
よ
り
は
求
那
抜
陀
羅
の
訳
の
方
に
近
づ
け
て
解

11 

初
静
慮
云
何
。
謂
初
静
慮
所
揖
善
五
組
。

( 

m 
) 

(
々
仲
間
〉

u
ロH
H
H
H
S
E
2
}戸
内

HHHH

丘
q
m
H
H
g
H
官
}
州
兵
員
三
・

[
g
Z片付
日

H
O
]
ロ
戸
(
門
F

U可
削
B

ロ
ゆ
口
問
)
[
肉
叫
r
H
H
]
(
M
H
V
)
}内
戸
小

m
F
[
-
]
(
同
f
H
U
m
F
出
口
同
国
昨
日
ロ
ハ
凶
r
m
f
)

第
二
静
慮
云
何
。
謂
第
二
静
慮
所
揖
善
五
離
。

第
三
静
慮
云
何
。
謂
第
三
静
慮
所
揖
や
畳
間
五
議
。

第
四
静
慮
云
何
。
謂
第
四
静
慮
所
掻
善
五
組
。

こ
こ
で
も
求
那
抜
陀
羅
訳
は

「
云
何
初
騨
。
謂
初
博
所
揖
善
五
陰
。
云
何
第
二
第
三
第
四
弾
。
謂
乃
至
第
四
縛
所
揖
善
五
陰
。
」

(
六
五
一
上
)

(
H
Q
ω
)
〈
〉

苦
聖
諦
云
何
。
謂
五
取
組
。
集
聖
諦
云
何
o

謂

( 

ト4
) 

E
H
M
M
F
r
可
間
口
町
。
門
出
回
忌
・
田
町
宮

有
漏
因
。
滅
聖
諦
云
何
。
謂
揮
滅
。
道
聖
諦
云

北
大
文
学
部
紀
要



品
春
、
論
h
v
原
'
文
・
に
つ
い
て

-:::仏一

E
E
C

何
。
謂
皐
無
皐
一
法
。

ー、ーノ
門

F
R
B
m
H
r
u

毛
-
m
o
g
p
o℃
・
口
広
・
吋
包
-
∞
-
目
。
・

krDHHYMNS-

ロ4
F
N
H
H
片
山
市
同

慈
無
量
云
何
。
謂
慈
及
慈
相
庭
受
想
行
識
。
若

彼
等
起
身
語
業
。
若
彼
等
起
心
不
相
陸
行
。
是

(
N
Y

自
信
田
冨
吐
息

名
慈
無
量
百

玄
英
訳
の
「
是
名
慈
無
量
」
は
断
片
に
な
く
、
求
那
猷
陀
羅
訳
に
も
な
い
。
以
下
の
三
無
量
一
に
つ
い
て
も
玄
英
訳
は
同
じ
形
式
を
く
り

返
し
て
い
る
が
、
断
片
も
求
那
猷
陀
羅
訳
も
省
略
形
で
あ
る
。
今
は
後
者
の
訳
の
み
を
出
す
。

wmHE信
仰
自
己

&
S
H
)鳥
羽
似

mw忠
良
間
口
・
毛
or叩
閉
口
日
出
}
内
叫
ん
似
:
:
:

悲
喜
亦
如
是
。
云
何
捨
o

謂
捨
捨
相
躍
。
若
受

12 

想
行
識
一
彼
所
起
身
口
業
。
及
彼
所
起
心
不
相
庭

行。

(
六
五
一
上
)

( 

。コ
) 

2
E
)
E
S
H
Hザ
ミ
凶
可
伊
丹

gpHMM}向
日
仲
間
同
伊
丹
・
凶

F
m
p釧

EHMH

(
片
山
品
〉
吉
[
宮
]

空
無
遺
慮
云
何
。
此
有
二
種
。

一
定
二
生
。
此

(ロ
mHHHC

中
所
有
受
想
行
識
。
是
名
空
無
漣
慮
。

玄
英
訳
の
「
是
名
云
々
」
は
求
那
蹴
陀
羅
訳
に
欠
け
る
こ
と
、
及
び
以
下
の
三
に
つ
い
て
同
じ
形
式
を
く
り
返
す
こ
と
は
前
項
と
同
様

で
あ
る
o

断
片
及
び
求
那
蹴
陀
羅
訳
は
省
略
形
に
よ
っ
て
お
り
、
次
に
は
こ
れ
を
示
す
に
と
ど
め
る
冶

( 

信弘
) 

'" 4 
H ・
~. 

ロー
同l

ロ
且II
口
問

.8 
'-J ... 
可
問、4
p' ... 
戸
口
同

B 
PlI 
t;"' 
併時・

.8 
(l 
山
口、4
釦l
rt、
戸3

E 
.自

ロ
pl 
H 

〈
戸
田

.3 
~. 

ロミ
向!

ロ
巳II

識
入
車
無
所
有
入
鹿
亦
如
、
一
是
。
云
何
非
想
非
非

想
入
慮
。
謂
非
想
非
非
想
入
慮
有
二
種
。
謂
正

自
伝
言
J
m
(ノ
可
血
性
向
ロ
同

HHHU



(5) sarp.skara vijnanam. ¥tT<戸当¥tT<母1起黒煙制。#同時寝Qlと構。出向明快

将棋株離t<(個。

4ヰ UJヰ二 Fr同~WJ 1 1-1々'Q キペ弔~I'Q':R" 富:k:!d. Z;!:m実i心 ~~:';O'

itaretar.aaivarasaJl).tu叫ir.a.ry乱vaIE18功 katarat.、i(taretam)…… 盟昆維持倒rru辺倒輔 I I-1 ~O wt居盟忘維持伸醍

空\!I!4 述E国淵rrw~堅議蜂明。民判明盟庄位保桝E

(6) (idarp. ucyate itareta) racivarasarp.tu科iraryavarp.sa (1))‘ 日当副輯0

4特需謡起蝶恒，.，9@:桜子)~心役会$011111 Ç\ム V 堂々Z;!心和智津さ千)~向。 )J 兵兵j哀!起寺'"t(<IO 

pil).Qapatasayyasanapra [h匂亘ramatabha] vana…… 1 目'~盟、ふ1駐併肖盛話国間ヤ肖諜盤権謀述剖

輯。聴盟ω難催国語皿{ψ諜E自主繰越事~'

章F斗場蝦剖相rrw韓民'単曙。血児~盟.w思主催

(R 1 ) (adhipa) teyo marga1) samut [pa] (nna1)) kusala (1)) sasravo 河盛百回IK締肖蝶思権華民主会副組。 引く同 i

'na (sravas ca. idam ucyate)……斗〉、

(2) (srot) apattiphalarp. dvividharp. sarp.skrtarp. casarp.skrtarp. 陪鋸眼I I-1 ~O 謡侭11騨p 1拠提11単眼。

(ca). sa (rp.skrta)sthana apa (ttiphalam)…… w眼悟混同~1目 ~O 賠組悟短時~w動指旧

(ida.ffi ucyate) (3) sarp.skrtasthana apattiphalam. 出合E敗。

asarp. skr (t乱sthanaa) pattilphalam…… i業担照信到~1目E。聴細陪娼副司忘4射程撞旧

寺i!#同小総足蹴

ぴコ

ー



og¥ll思E副署Q厳令UlCIュν

μ(i) dam ucyate a [sarp.skrJ ta (sthana) apatti (phalam). ・・ 同組理主。曜嶋悟信眼。

リ )J'v ~+河端〈恒営「曜嶋悟短時」川 1):\ 足、 0tぜ千J -lQ'のも P 終結揺起蝶1恒士1富士よJ~礎はや震は「岡県明感寝起回収眼眼」

「眠時処理再起j思議眼眼J(1く同 1..y) AJ ~ ¥-1 :，. l'QO 

$1 0111110 ムド~塩:k'特需揺起蝶日長AJ .，Gl 11押皆絵子J -lQl'Q O )J兵会l表!まミトテ-QO

(5) sarp.skrtam ar hat(tv) arp.…… 

制

〈ー)Sanskrithandschriften aus den Turfanfunden. Tei1 1. 

Unter Mitarbeit von Walter Clawiter und Lore 

Holzmann herausgegeben und mit einer Einleitung 

versehen von Ernst Waldschmidt (Verzeichnis der 

orientalischen Handschriften in Deutschland， Bd. X， 1) 

Wiesbaden 1965. S. 266. 

C~) Stache-Rosen， Valentina: Dogmatische Begriffsreihen 

im alteren Buddhisinus IT. Das Sangitisutra und sein 

義照起!岨:急E同時森起4包;ful:C同時匡韓併合E

蝶長皐mf.¥10 1):\~~R曜蝉~~眼。陪E蝶騨

æK~11騨。~興財議娘。 1):\~~蝶騨持健

闘~O 臨細匡1鑓榔同~*.偲』調週中剥旧理主<Íf位争E!~。

mf.\1W~[謹騨~眠時。 1目写~[曝雛感興副司。

賠細~[繰榔蝋*iヰ穂擢撞凹思~<Íf理主キE位。同4

W~gl騨場lê眼眼

Kommentar Sa也gitiparyaya. Teil 1. Berlin 1968. S. 

208-12. 

(的)op. cit. S. 37-38. 

(寸<)-1く同111く， 1く長国ドー~ト。

〈∞)Iト11-1'¥ム士;!Ei'l!¥1隠れJ兵.(2且-I'+、""，.c収j兵.}2.-#'Q!>l.緩や.(2。

(∞)+<同111く'平 1< 斗i~ドー。

〈ド)cp. tatra dr守':adharmavedaniyarp.yatra janmani krtarp. 

tatraiva vipacyate. upapadyavedaniyarp. dvitiye 

janmani. apaniparyayavedaniyarp. tasmat pare早a.

寸4-



〉
『
}
回
目
門
呂
田

H
B田
町
O
品
目
、
同

y
U
8
H
I凶

(

8

)

以
下
四
法
。
「
集
異
門
足
論
」
も
ほ
ぼ
対
応
す
る
。
(
大
正
二
六
、
三

九
一
中
以
下
。
)
し
か
し
四
法
品
の
は
じ
め
に
あ
る
部
分
は
断
片
に
は

欠
け
て
い
る
。

〈

9
)
「
集
異
門
足
論
」
で
は
単
に
「
復
次
縁
身
慧
名
身
念
住
」
云
々
(
三
九

二
、
倶
舎
論
の
中
に
引
用
さ
れ
た
品
類
足
論

一
下
〉
と
云
う
。

(ω)
集
異
門
足
論
で
は
四
聖
諦
と
四
無
量
の
間
に
四
想
が
あ
る
。
こ
の
断
片

が
回
想
を
含
め
な
い
こ
と
も
ま
た
こ
れ
が
品
類
足
論
の
断
片
で
あ
る
こ

と
の
証
拠
で
あ
る
。

倶
舎
論
の
中
に
は
多
数
の
論
書
が
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
詳
細
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
マ
)
近
年
刊
行
さ

れ
た
党
本
に
よ
っ
て
品
類
足
論
か
ら
の
引
用
究
文
を
漢
訳
文
と
と
も
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
口
問
類
足
論
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
原
文
が

僅
か
の
写
本
断
片
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
に
と
ど
ま
る
現
状
に
お
い
て
は
、

15 

」
の
究
語
資
料
の
意
義
は
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
下
に
は
引
用
で
あ
る
こ
と
が
明
示
し
て
あ
る
場
合
に
限
っ
た
。
こ
の
外
に
実
質
的
に
同
文
と
み
な
し
う
る
場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

引
用
と
は
別
の
問
題
で
あ
り
、
改
め
て
と
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
配
列
の
順
序
は
品
類
足
論
に
も
と
づ
く
。

一
、
第
一
品
・
弁
五
事
品

(
員
)
分
別
道
理
論
云
。

R
4
m

四百円
H
E
z
f
-
s
s
s
。.
-
a
z
g
gロ
缶
詰
宮
・
件

S
B
3
E
H
U
E
]
g
g宮
古
色
丘
広
官
同
羽
田

g
H
O
B
-
(℃・∞
-MNCihNH)

「
何
者
風
界
。
所
謂
軽
闘
。
」
経
読
亦
爾
。
二
ハ
三
下
二
八
|
二
九
)

(
巻
一
、

(
玄
)
品
類
足
論
及
契
経
言
。

「
云
何
名
風
界
。
謂
軽
等
動
性
」

北
大
文
学
部
紀
要

(
巻
一
、
三
中
二

i
一
一
一
)



品
類
足
論
の
原
文
に
つ
い
て

(
衆
)
云
何
風
界
。
謂
瓢
動
。

(
巻
一
、
六
二
七
上
二
四
)

(
口
問
)
風
界
云
何
。
謂
軽
等
動
性
。

(
巻
一
、
六
九
二
中
二
一
)

H
M
E
F
E宮
m
gロ岳
0.℃
可

2
5
3
0
σ
E
S己
f
川島明ロ

H
V
F
m
H
S
S
F
S
Z
5
4
t
gロ
忠

E可
O
H口
宮
}
凶
器
包

ι・3
Q・
。
・
串

l
g

(
員
)
順
分
別
道
理
論
。
彼
論
云
。

(
玄
)
順
品
類
-
足
論
。
如
彼
論
設
。

「
何
者
矯
眼
根
。
謂
眼
識
依
止
清
浄
色
。
」
巻
一
、

一
六
三
上
一
一
一
一
ー
ー
一
四

「
云
何
眼
根
。
眼
識
所
依
浄
色
震
性
」

(
巻
一
、
二
中
一
九
l
二
O
)

(
衆
)
云
何
限
根
。
謂
眼
識
所
依
浄
色
巻
。

(
一
、
六
二
七
上
二
五
)

合
同
〉
眼
根
云
何
。
謂
眼
識
所
依
浄
色
。

(
巻
一
、
六
九
二
下
一
二
l

一一一一)

山阻害
O
R
E
m
g
F
o
E
H
m
g昏
品
田
E
E
m
g仏
E
f
.
w
Q・吋・
0
)

16 

(
員
)
阿
毘
達
磨
中
説
。

「
香
有
三
種
。
謂
呑
臭
平
等
。
」

(
巻
一
、

一
六
三
中
二
ー
一
二
)

(
玄
)
本
論
中
説
。

(
巻
一
、
二
下
二
了
l

二
二
)

「
香
有
三
種
。
好
呑
悪
呑
及
平
等
呑
。
」

(
衆
)
云
何
呑
。
謂
香
若
好
若
悪
若
中
間
。

(
巻
一
、
六
二
七
中
五
i
六〉

合
同
)
呑
云
何
。
謂
所
有
香
若
好
呑
若
悪
呑
若
平
等
呑
。

(
巻
一
、
六
九
二
下
二
二

七
種
の
慢
を
定
義
し
た
後
に
倶
舎
論
は
発
智
論
に
言
及
す
る
o

す
な
わ
ち
発
智
論
が
「
我
勝
」

ぶ

B
C
な
ど
九
種
の
慢
類
自
問
問

H
5
4
E
E
を
列
挙
し
て
、
か
っ
こ
れ
ら
が
結
局
、
慢
、
過
慢
、
卑
慢
に
帰
す
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
紹

介
す
る
。
し
か
し
倶
舎
論
は
こ
れ
に
よ
ら
ず
し
て
、
次
の
よ
う
に
云
う
。

(
酢

HamFHHaEC
「
我
等
」

(
国
間
丸
山
1
b

。
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品
類
足
論
の
原
文
に
つ
い
て

以
心
高
魚
慢
。
此
心
高
由
生
起
差
別
故
成
七
種
。
付
於
下
計
白
勝
或
興
等
計
自
問
、
若
人
如
此
分
別
起
心
高
名
慢

0
0於
等
計
白
勝
名

過
慢
。
日
開
於
上
日
間
計
自
勝
名
過
過
慢
。
帥
於
五
取
陰
分
別
計
是
我
及
我
所
名
我
慢
。
伺
未
至
勝
徳
計
自
己
得
名
増
上
慢
。
的
於
多
量
勝

計
自
少
量
劣
名
下
慢
。
的
責
自
無
徳
計
自
有
徳
名
邪
慢
。
(
巻
一
回
、
二
五
四
下
二
八
以
下
)

(
玄
)
頭
目
。
慢
七
:
:
:
:
:
:
。
論
目
。
且
慢
随
眠
差
別
有
七
。
一
慢
、
二
過
慢
、
三
慢
過
慢
、
四
我
慢
、
五
増
上
慢
、
六
卑
慢
、
七

邪
慢
。
令
心
高
拳
組
立
慢
名
。
行
輔
不
同
故
分
七
種
。
付
於
劣
於
等
如
其
次
第
調
己
漏
勝
、
謂
己
矯
等
、
令
心
高
奉
総
詑
震
慢
。
。
於

等
於
勝
如
其
次
第
謂
勝
謂
等
組
名
過
慢
。
同
於
勝
謂
勝
名
慢
過
慢
。
帥
於
五
取
組
執
我
我
所
令
心
高
奉
名
矯
我
慢
。
同
於
未
謹
得
殊
勝

徳
中
謂
己
詮
得
名
増
上
慢
。
付
於
多
分
勝
謂
己
少
劣
名
震
卑
慢
。
的
於
無
徳
中
謂
己
有
徳
名
矯
邪
慢
。

-
'-../ 

(
巻
一
九
、

一
O
一
上
九
|
二

18 -

(
衆
)
云
何
慢
結
。
有
七
慢
。
謂
慢
、
増
慢
、
慢
慢
、
我
慢
、
増
上
慢
、
不
如
慢
、
邪
慢
。
付
云
何
慢
。
於
卑
謂
勝
、
於
勝
謂
相
似
。

於
彼
起
軽
心
、
白
血
宇
。
自
高
。
是
名
慢
。
∞
云
何
増
慢
。
於
等
謂
勝
、
於
勝
謂
等
。
:
:
:
是
名
増
慢
。
同
云
何
慢
慢
。
於
勝
謂
勝
。
.

・
:
是
名
慢
慢
。
同
云
何
我
慢
。
於
五
受
陰
計
我
我
所
有
。
:
:
:
是
名
我
慢
。
同
云
何
増
上
慢
。
未
得
勝
法
謂
得
、
未
到
謂
到
。
未
鯛
謂

閥
、
未
詮
謂
設
。
:
:
:
是
名
増
上
慢
。
付
云
何
不
如
慢
。
於
彼
極
勝
謂
小
不
如
。
:
:
:
是
名
不
如
慢
。
的
云
何
邪
慢
。
非
徳
謂
徳
。
・
:

:
・
是
名
邪
慢
。
如
是
七
慢
名
慢
結
。
(
巻
一
、
六
二
七
下
回
|
二
ハ
)

(
品
)
慢
結
云
何
。
謂
七
慢
類
。
印
慢
、
遁
慢
、
慢
、
過
慢
、
我
慢
、
増
上
慢
、
卑
慢
、
邪
慢
。
ハ
け
慢
者
、
於
劣
謂
己
勝
、
或
於
等
謂
己

等
。
由
此
正
慢
己
慢
嘗
慢
、
心
高
撃
、
心
侍
箆
。
的
過
慢
者
、
於
等
謂
己
勝
、
或
於
勝
謂
己
等
。
:
:
:
。
同
慢
過
慢
者
、
於
勝
謂
己
勝
。

:
:
:
。
倒
我
慢
者
、
於
五
取
組
等
随
離
執
我
或
我
所
。
:
:
:
。
伺
増
上
慢
者
、
於
所
未
得
上
勝
詮
法
調
我
巳
得
、
於
所
未
至
上
勝
詮
法

謂
我
己
至
、
於
所
未
鯛
上
勝
詮
法
謂
我
巳
輔
、
於
所
未
詮
上
勝
詮
法
謂
我
己
詮
。
:
:
:
。
付
卑
慢
者
、
於
他
多
勝
謂
自
少
劣
。
:
:
:
。

伯
邪
慢
者
、
於
貫
無
徳
謂
我
有
徳
。
:
:
:
。
(
巻
一
、
六
九
三
上
二
九
l
中
一
五
)



倶
舎
論
の
文
は
簡
略
で
あ
る
が
、
省
略
に
よ
っ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
主
な
相
違
点
は
「
衆
」
の
み
が
慢
に
つ
い
て
「
於
勝

謂
相
札
〕
)
と
し
て
い
る
こ
と
、
究
本
と
「
員
」
は
過
慢
に
つ
い
て
「
於
勝
謂
等
」
を
言
わ
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
o

前
者
に
つ
い
て
は

「
衆
」
自
身
も
第
二
慢
に
つ
い
て
「
於
勝
謂
等
」
と
す
る
か
ら
、
勝
は
等
の
誤
り
と
し
て
訂
正
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
後
者
で
あ
る

2うミ

こ
こ
で
究
本
、

「
員
」
の
グ
ル
ー
プ
と
、

「
玄
」
及
び
品
類
足
論
関
係
の
全
て
の
漢
訳
の
グ
ル
ー
プ
と
に
分
か
れ
る
o

従
っ
て
党
本

に
一
致
す
る
形
で
説
い
た
品
類
足
論
の
存
在
を
必
ら
ず
し
も
否
定
し
去
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。

HVH回
目
門
戸
】
守
戸
己
山
小
川
凶
印
片
岡

i
o
H
E

m
r叶
H
F
3
B
5
4同
片
岡
山
匂
〕
戸

H
H
H
H
2
3日
宮
田
戸
弓
戸
田
伊

H
H
H
E
F伊
2
7

r
E
W
3
3
H
M戸
田

守

凶

S
E
E
r戸
HMMgH)伊
片
山
昌
司
向
田

F
m
E
B
S古
門
出
品
・
合
唱
む
〉
(
]
U

・
ω-u・
5lHM)

(
員
)
於
分
別
道
理
論
設
、
傷
日
、
無
差
及
無
断
垢
幡
及
悼
起

憂
悔
疲
弱
睡

倒
起
惑
有
八
(
巻
一
五
、
二
六
二
下
一
四
|
一
五
)
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(
玄
)
然
品
類
足
論
説
有
八
纏
(
巻
二
一
、

一
O
九
中
二
二
)

(
偶
と
切
り
離
し
て
あ
る
)

究
本
で
は
口
同
類
足
論
の
名
を
出
し
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
引
用
文
の
意
味
に
お
い
て
で
は
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
o

品
類
足
論
の

文
は
散
文
で
あ
る
o

(
衆
)
云
何
纏
o

有
八
纏
o

謂
睡
眠
悼
悔
樫
嫉
無
慨
無
慌
鰍
叫
ん
一
昨

合
同
)
纏
有
八
種
。
謂
悟
沈
悼
拳
睡
眠
悪
作
嫉
樫
無
断
無
憾
。
(
巻
一
、
六
九
三
下
二
O
|
一
一
一
)

(
巻
一
、
六
二
八
中
五
i
六
)

R

h

}

凶
羽
毛
田
〕

m
m
E
Z
M
E
S
B
F
仏
ロ

f
F
E
H
M
M
B巾
匂

R
t
m
m伊
丹
田

B

E
』
山
口

E
r
g
s口
合
苫
]
旧
日

)HE-EMMO
口
一
円
。
門
子
戸
『
回
同
}
内
申

E
r
t
o
B
M
H
H
m。

ゲ
ゲ
同

4
-
z
E
]山
口

m
z
r
g円
山
口
問
)
悶

LMCS宮
神
宮
山
口
戸
同
何
回
門
由
民
宮

5
5
4日
仏
可
悶

σロ
門
広
}
回
目
吋
ゲ

O円山
EHM
有
企

bmH
似

F
F
o
J
E
S
B宅内
WHHHFEHHH

北
大
文
学
部
紀
要



品
類
足
論
の
原
文
に
つ
い
て

戸
ロ
リ

EzraEi」
RFHSB-

戸
ロ
ロ
け
℃
M
H
門
目
印
」
出
問
ロ
M

同局
H

W
戸
4門
戸
口
J

戸
市
凶

4
7

円吉

f
r
E
H
H
H
B
O
H
)
a
t
m
m
g召

E
H
Uロ
E
f
H
)回忌
m巾
百
日
正
面
ロ
剛
氏
可
凶
〈
注
目
似
門
的
0
σ
r
m
i
s

、

(
9
)

E
H
)
E
g
H
ゲ

E
s
u
-
-同
S
E
E
-
宮
内
同
戸
匂
包
同
ヨ
ョ
庄
三
忠
良

2
。
FSHHMω
問
答
。
.
(
匂
・

ω
定
・
吋
l
Z
)

(
員
)
阿
昆
達
磨
蔵
云
。

「
何
者
童
智
。
苦
諦
我
巳
知
厭
。
集
諦
我
己
断
除
。
滅
諦
我
己
詮
得
。
遣
諦
我
巳
修
習
。
以
此
義
是
知
見
明

費
慧
解
先
正
封
翻
是
名
蚤
智
。

何
者
無
生
智
。
苦
諸
我
己
知
厭
、

不
更
知
厭
乃
至
道
諦
我
己
修
習
、

不
更
修
習
。
以
此
義
是
知
乃
至
正
封
観
是
名
無
生
智
。
」

(巻

九
、
二
八
六
中
二
二
ー
ー
一
九
)

(
玄
)
如
本
論
話
。

「
云
何
童
智
。
謂
無
聞
学
位
若
正
自
知
我
己
知
苦
我
巳
断
集
我
己
詮
滅
我
己
修
道
。
由
此
所
有
智
見
明
費
解
慧
光
離

是
名
霊
智
。

20 -

一
五
何
無
生
智
。
謂
正
自
知
我
己
知
苦
不
慮
吏
知
康
詑
乃
至
我
己
修
道
不
麿
更
修
。
由
比
所
有
贋
設
乃
至
是
名
無
生
智
」

(
巻
二
六
、

三
五
上
二
三
|
二
八
)

(
衆
)
云
何
壷
智
。
謂
我
己
知
苦
。
我
己
断
集
。
我
己
詮
滅
。
我
己
修
道
。
於
彼
起
智
見
明
魔
慧
無
間
等
是
名
童
智
。

云
何
無
生
智
。
謂
我
己
知
苦
。
不
復
首
知
。
我
己
断
集
。
不
復
首
断
。
我
己
詮
滅
。
不
復
嘗
詮
。
我
己
修
道
。
不
復
嘗
修
。
:
:
:
。
是

名
無
生
智
。

(
巻
一
、
六
二
八
中
二
九
|
下
六
)

(
口
問
)
壷
智
云
何
。
謂
白
遍
知
我
己
知
苦
我
己
断
集
我
己
詮
滅
我
己
修
道
。
由
此
而
起
智
見
明
畳
解
慧
光
離
皆
名
壷
智
。

無
生
智
云
何
。
謂
自
遍
知
我
己
知
苦
不
復
嘗
知
我
己
断
集
不
復
嘗
断
裁
己
詮
滅
不
復
嘗
詮
我
己
修
道
不
一
復
営
修
。
:
:
:
。
皆
名
無
生
智
。

(
巻
一
、
六
九
四
上
八
!
一
四
)
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品
類
足
論
の
原
文
に
つ
い
て

(
衆
)
十
大
地
法
、
十
煩
悩
大
地
法
、
十
小
煩
悩
大
地
法
。

(
巻
二
、
六
三
四
上
一
一

l
一
二
)

(
品
〉
十
大
地
法
、
十
大
善
地
法
、
十
大
煩
悩
地
法
、
十
小
煩
悩
地
法
。

(
巻
二
、
六
九
八
中
二
八
|
二
九
〉

「
衆
」
と
「
口
問
」
と
の
相
違
は
す
で
に
一
般
に
注
目
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
o

、
第
五
晶
・
弁
随
眼
品

〉
ゲ
ゲ
広

E
H
B叩
立

gzmwHMM

J
H
F
E
f
∞早川肝
E
-
f
F凶
自
由
片
山
関
同

E

U吉
田
可

O
G包
。

σ
E
S片山・

片
山
口

H戸
岡
山
関
同
ロ
ロ

hrwM可
。
.
℃

H-戸
}
回
目
恒
。

ゲ
ゲ
戸
〈
伊
丹
可

w

岳山
H
t
g
g
f
F悶
HHHR同
官

官

ミ

2
8岳
山
口

H
B
P
E
門口百円

gm日
与

冨

田

品

伊

丹

似

ゲ

E
〈
戸

E
-
g片岡
mp
口
問
可
。
巳

bc
日
戸
口
問
団
}
内
仰
門
戸

昨-・
3

(
同)・

ω吋
。
・
同
品

lHO)

(
員
)
阿
毘
達
磨
職
説
。

「
有
由
三
慮
欲
界
随
眠
欲
生
起
上
心
。
何
者
震
三
。

一
欲
界
随
眠
欲
未
得
減
離
。
二
随
欲
界
上
心
欲
法
関
根

22 

現
前
。
三
於
中
起
不
如
思
惟
。
」

(
巻
一
八
、
二
八
一
下
一
九
二
二
)

(
玄
)
阿
昆
謹
磨
亦
作
是
言
。

「
欲
貧
随
眠
由
三
慮
起
。

一
欲
貧
随
眠
未
断
遍
知
故
。
二
順
彼
纏
法
正
現
在
前
故
。
三
於
彼
正
起
非
理

作
意
故
。
」

(
巻
二
五
、

一一ニ

O
中
二
五
|
二
八
)

(
口
問
)
欲
貧
随
眠
由
三
慮
起
。

(
衆
)
三
慮
起
欲
愛
使
。
此
欲
愛
使
不
断
不
知
o

欲
愛
纏
所
纏
法
。
柴
著
境
界
。
悪
意
思
惟
行
。

一
者
欲
貧
随
眠
未
断
未
遍
知
故
。
二
者
順
欲
貧
纏
法
現
在
前
故
。
三
者
於
彼
慮
有
非
理
作
意
故
。

(
巻
三
、
六
三
七
中
一
二
|
二
二
)(巻

二
、
七

O
二
中
二
ハ
|
一
九
)

}
内
町
田
円
出
向
官
伊
丹
山
田

mHHH岡
山
三
回
日
丘
町
四
品
目

)mFHUE片
山
田
同
召
ヲ

M
F
S
F
B
σ
戸
口
問

}
Y
F凶
HHM間
宮
丘
町
田

HHHU1cram門
口
宮
、
出

I]VHmw江
田
間
同
七

MH口
r
g
E

r
s
g口同
一

y
w
m
g
m
w℃
ECEHMHUコH
F
S
H口問
)
m
H
U
Z名
門
戸
江
田
内
戸
同
何
回
吉
宮
間

F
5
5ロ
M
H
W
X
F
4
2
m
E
m同・

Q
-
M∞
吋

-
H
M
l
E
)

RU1巾
w

ロ己

hV31MHf



(
員
)
如
阿
毘
達
磨
碕
云
。

「
是
惑
於
欲
界
相
躍
有
時
能
縁
色
界
相
麿
法
馬
境
。
是
惑
於
欲
界
相
麿
有
時
能
縁
無
色
界
相
麿
法
震
境
。

是
惑
於
欲
界
相
麿
有
時
能
縁
色
界
無
色
界
相
麿
法
矯
境
。
」

(
玄
〉
故
本
論
言
。
「
有
諸
随
眠
。
是
欲
界
繋
縁
色
界
繋
。
有
諸
随
眠
。
是
欲
界
繋
縁
無
色
界
繋
。
有
諸
随
眠
。
是
欲
界
繋
縁
色
無
色

(
巻
一
回
、
二
五
五
下
回
!
七
)

界
繋
。
有
諸
随
眠
是
色
界
繋
縁
無
色
界
繋
。
」

(
衆
)
調
使
欲
界
繋
縁
色
界
繋
、
欲
界
繋
縁
無
色
界
繋
、
色
界
繋
縁
無
色
界
繋
、
欲
界
繋
縁
色
無
色
界
繋
。

(
巻
一
九
、

一
O
一
下
二
二
二
五
)

(
巻
四
、
六
四
四
上
一
五

ー
一
七
)

(
品
)
謂
諸
随
眠
欲
界
繋
縁
色
界
繋
。
若
諸
随
眠
欲
界
繋
縁
無
色
界
繋
。
若
諸
随
眠
色
界
繋
縁
無
色
界
繋
。
若
諸
随
眠
欲
界
繋
縁
色
無

色
界
繋
。

(
巻
五
、

七
一
一
上
二
四
|
二
七
)

党
本
と
「
員
」
は
一
致
し
、

「
衆
」
と
「
品
」
と
も
一
致
す
る
o

「
玄
」
は
党
本
に
欠
け
て
「
衆
」

「
品
」
に
あ
る
色
界
繋
の
随
眠
を

23 

最
後
に
加
え
て
い
る
。

四
、
第
六
晶
・
弁
撞
等
品

U
1
白
I

同

同

R
E
F
-同
}
内
向
同
開
恒
mw
明
白
]
丸
山
口
H

R
回目

)
}
H
t
R
F
F
三戸
B凶・

}
E
E
E
M
)門
出
〕
出
凶
ミ
伊
丹
-
-
(
H
V
・

4Mω
・
日

ω
l
E
)

(
員
)
若
爾
於
分
別
道
理
論
中
云
何
設
。

(
玄
〉
若
爾
何
故
品
類
足
言
。

「
何
者
鯖
逼
慧
。
謂
善
慧
。
」

「
通
云
何
。
謂
善
慧
。
」

(
巻
二

O
、
二
九
四
中
二
五
|
二
六
)

(
巻
二
七
、

一
四
三
中
一
七
|
一
八
)

(
衆
)
通
商
炎
者
、
謂
慧
。

(
口
問
)
通
達
者
、
謂
善
慧
。

(
巻
四
、
六
四
六
下
七
)

(
巻
六
、

七
一
三
下
二
八
)

北
大
文
学
部
紀
要



品
類
足
論
の
原
文
に
つ
い
て

ω凶
由
同

H
O
B
R
E
r
E
E
g
H
B同
廿
)
宮
片
山
口

5
・

}
E
E
-
m
ι
r
R
E回
目
去
、

1
T
M可
巴
内
叫
仲
間

H
P
2
3
E
-
Q
-
M
ω
印
・
ロ
!
日
∞
〉

(

周

回

目

)

於

阿

毘

達

磨

碕

中

設

。

(

巻

一

二

、

二

三

九

下

一

五

|

二

ハ

)

(
玄
)
本
論
亦
言
。

「
何
者
魚
白
法
。
善
法
及
無
覆
無
記
法
。
」

「
云
何
由
法
。
謂
諸
善
法
無
覆
無
記
。
」

(
巻
二
ハ
、
八
コ
一
下
二
一
ー
ー
一
三
)

(
衆
)
云
何
有
罪
法
。
謂
不
善
法
及
隠
没
無
記
。
云
何
無
罪
法
。
謂
善
法
及
不
隠
没
無
記
。
如
有
罪
法
無
罪
法
黒
法
白
法
:
:
:
亦
如
是
。

(
巻
四
、
六
四
八
上
一
五
|
一
八
)

合
同
)
有
罪
法
云
何
。
謂
不
善
及
有
覆
無
記
法
。
無
罪
法
一
再
何
。
謂
善
及
無
覆
無
記
法
。
黒
白
法
:
:
:
亦
爾
。

(
巻
六
、

七
一
五
中

一一
i
二
四
)

rmH信
長

谷

田

則

自

宮

口

〔

子

山

町

田

小

3
3
F
M
H
F島問
E
O巾
E
R
1伊
丹

HH吉
田
戸

B
E
E
r
-
v
F伊
丹
戸
同
出
品
・
国
間
叶
〈
叩
回
同
同
叫
阿
佐
叫
仲
間

H
E
R
B
M
H
w
w
E
-
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(
同
)
・
】

ωω
・
吋
l
∞
)

(
回
目
見
)
復
詑
約
利
那
約
相
躍
如
分
別
道
理
論
設
。

(
巻
七
、

二
O
五
下
二
一
l
二
ニ
)

(
玄
)
復
有
読
者
。
利
那
連
縛
如
口
同
類
足
倶
遍
有
帰
。

(
巻
九
、

四
八
下
二
ハ
i

一
七
〉

E
H
H
H
H
)
E
g
f
E吋
8
2
H
ω
E
B
仏
乱
門
凶
戸
小
川
円

bmp
己
同
神
戸
『
・

H
v
g
r
2
8
2
4
2
U
1伊
丹
}
戸
間

RH)同
伊
丹
日
号
内

w
g
gロ
仲
間
】
凶

E
f

g
菅
井
3MH
仏

}5・B
m
w
w
E・
(
方
・

5ω
・

5
1
5
)

会
員
)
於
分
別
道
理
論
説
異
。
彼
論
云
。

日
向
伊
丹
向
口
戸
田
「
・
回
伊
吋

4
0

「
何
者
潟
縁
生
。
謂
一
切
有
矯
法
。
」

(
巻
七
、
二

O
五
下
一
九
l
一
一
一
)

(
玄
)
何
縁
鰹
説
此
十
二
支
輿
口
同
類
足
所
設
有
具
。
如
彼
論
説
。

「
云
何
矯
縁
起
。
謂
一
切
有
震
乃
至
康
設
。
」

(
巻
九
、

四
八
下
二

六

二

八

)



(
衆
)
云
何
縁
起
法
。
謂
有
馬
法
。

(
品
)
縁
起
法
云
何
。
謂
有
矯
法
。

(
巻
四
、
六
四
八
上
二
九
l
中
一
)

(
巻
六
、

七
一
五
下
四
|
五
〉

〉
ゲ
}
凶
日
仏

E
H
B巾

.
1
8
E戸
B
E
2
8
2
F同
己

Z
H
B同
]
制

}SSEm-
富

山

召

島

内

片

山

仏

r
R
E
m
-
-
a・
(
℃
・
旨
・
∞

1
3

「
何
者
無
類
法
。
答
無
免
法
。
」

会
員
)
阿
毘
達
磨
戚
亦
詑
如
此
。
彼
戚
云
。

(
巻
五
、

一
九
二
下
五
|
七
)

(
玄
)
阿
見
達
磨
亦
作
是
一
一
=
口
。

「
無
事
法
云
何
。
謂
諸
無
篤
法
。
」

(
巻
六
、
三
五
上
三
l
四
)

(
衆
)
云
何
無
事
無
縁
法
。
謂
無
免
法
o

」

(
巻
四
、
六
四
八
中
二
八
l
二
九
)

合
同
)
無
事
無
縁
法
云
何
。
謂
無
漏
法
。

(
巻
六
、
七
一
六
上
回
l
五
)

同

)
}
M
L
Z
M
L
r
R
B巴
γ
}
S
I
Z
B巾
・
長
田
山
同
州
阿
佐
竹
仲
間
仏
町
田
口
出
回
}
V

買
え
な
戸
円
七

wru「
間
口
町
O
円

子

弘

口

戸

w
w
E
b川
即
日
昨
日

B
-
Q・
2
・

M
・
♀
・
司
・

2
・
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日
山

k
F
)(

員
)
何
者
負
果
法
。

「
一
切
有
潟
法
及
揮
滅
。
」
阿
毘
達
磨
蔵
文
如
此
。

(
巻
五
、

一
九
一
上
二
七
二
八
)

(
玄
)
如
本
論
設
。

「
果
法
云
何
。
謂
諸
有
矯
及
興
揮
滅
。
」

(
巻
六
、
三
三
下
六
|
七
)

(
衆
)
云
何
果
法
。
謂
一
切
有
震
法
及
敷
滅
。

(
巻
四
、
六
四
九
上
一
ー
ー
一
一
)

(
品
)
果
法
云
何
。
謂
一
切
有
矯
法
及
捧
滅
。

(
巻
六
、

七
一
六
中
九
l

一
O
)

HUE}内向
HH2Mmuzz同
信

念

仏

間

H
E
E
-
U
S
E
S
4
ヨ
r
zロ
E
f
門
口
百
円
同

HH仰
f
F仲
間

H
H
F
E
S門
間
仏

r
R
B凶
]MMBPS門
HRPmwEHV同
伊

E
S
4
u
b
H
H削
但

門

F
R
B凶
信
仰

HHH4仲
間
)
仰
}
門
戸

w
u
E・
守

-
g・
吋
l
∞
)

北
大
文
学
部
紀
要



品
類
足
論
の
原
文
に
つ
い
て

(
員
)
於
分
別
道
理
論
説
。

(
玄
)
故
品
類
足
設
如
是
言
。
「
何
法
以
見
諦
所
滅
惑
帰
国
。
諸
染
汚
法
及
見
諦
所
減
法
果
報
。
」

(
巻
四
、

一
九

O
下
三
i
五
)

「
云
何
見
所
断
魚
因
法
。
謂
諸
染
汚
法
及
見
所
断
法
所
感
異
熟
。
」

(
巻
六
、
三
二
下
二
二
l
二
四
)

(
衆
)
云
何
見
断
因
法
。
謂
穣
汚
法
。
若
見
所
断
法
報
。

合
同
)
見
所
断
篇
因
法
云
何
。
謂
一
切
染
汚
法
及
見
所
断
法
呉
熟
。

(
巻
五
、
六
四
九
中
二
ハ
〉

(
巻
六
、
七
一
六
下
二
ハ
l
一
七
)

同
》

E
W
R
8
0
2
8
E戸
ghh})E4m山田
E
〈
品
目
門
戸
沖

m
H
H
H
5
7
2
E
U『
間
同
七
回
忌
附
仲
間
福
山
可
伊
丹

4
M
H
B巳
S
仏
伊
ロ
ユ
ロ

-H口問)間同口
3
1名
門
戸
片
山
田
向

HHMu-ロ
r
g
E

E
H何回可。
Y
E
Eえ
}
出
口
山
口
忌
ミ
。
官
民
忠
告

R
U
1
2
2
F仰
ロ
凶
ロ
コ

E
・(方・

ω。。・

5
1
5
)

(
員
)
如
分
別
道
理
論
設
。

「
何
者
矯
有
流
。
除
無
明
是
所
徐
諸
惑
興
色
無
色
界
相
底
。
謂
結
縛
随
眠
小
惑
倒
起
惑
。
」

(
巻
一
五
、

一
一
六
一
上
二
ハ
|
一
八
)

(
玄
)
品
類
足
中
亦
作
是
説
。
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「
云
何
有
漏
。
謂
除
無
明
飴
色
無
色
二
界
所
繋
結
縛
随
眠
随
煩
悩
纏
。
」

(
巻
二

O
、
一
O
七
下
九
i

一
一
)

(
衆
)
云
何
有
漏
。
謂
除
色
無
色
界
繋
無
明
徐
色
無
色
界
繋
相
底
結
縛
使
煩
悩
纏
。
是
名
有
漏
。

(
口
問
)
有
漏
云
何
。
謂
除
色
無
色
界
繋
無
明
諸
儀
色
無
色
界
繋
結
縛
随
眠
随
煩
悩
纏
。
是
名
有
漏
。
(
巻
五
、
六
五

O
上
一
七
l
一
九
)

(
巻
六
、

七
一
七
中
一
八
|
一
九
)

倶
舎
論
に
無
明
の
限
定
句
を
欠
く
以
外
は
一
致
す
る
o

厚
長
田
E
官

官

S

F弘

g
R
F
S
E
F凶
E
m
E
E
r
}
S
S
H
E
r
-
U
S
E
r
s包
HEEHMHH)門
戸
昨
日
同
苫
足
同
日
可
同

H
M
M
H
H
H
H
石
忠
告
o
σ
E
4戸昨日

目
島
町
四
ゲ
}μ

口片山同口問

HH同
2

4
門
迂
}
戸
町
五
日
出
ロ
凶
‘
ロ

51M回
目
出
口
巾
昨
日
三
国
同

R
g
m
H
B
S門日

4
t
S
E
E
-
w
w
Q・
-mu--lM・
〉
同
〈

-M)・
ωMO--ー
ω)

(
員
)
亦
達
分
別
道
理
論
。
彼
論
云
。
「
何
者
漏
段
食
。
若
縁
此
分
段
滋
盆
諸
根
増
長
四
大
相
績
得
愈
及
識
亦
爾
。
庄
一
詑
如
論
。
」
(
巻



八
、
二
一
三
上
五
l
七
)

(
玄
)
又
品
類
足
言
。

「
一
五
何
震
段
食
。
謂
能
資
盆
諸
根
大
種
慶
詑
乃
至
識
食
亦
爾
。
」

(
巻
一

O
、
五
五
下
二
五
|
二
六
)

(
衆
)
云
何
愈
捧
食
。
謂
捧
食
性
。
因
彼
食
故
。
諸
根
増
長
。
四
大
増
長
。
随
養
随
護
。
充
足
清
明
。
是
名
持
食
。
:
:
:
云
何
識
食
。

-・・・・・。

(
巻
五
、
六
五
一
中
一
六
i
一一一一)

(
品
)
段
食
云
何
。
調
縁
段
食
諸
根
長
養
。
大
種
増
盆
。
資
助
随
資
助
。
充
晴
随
充
惜
o

護
随
護
。
轄
随
轄
o

盆
随
盆
。
是
名
段
食
。

:
:
識
食
云
何
。
:
:
:
。

(
巻
七
、
七
一
九
上
二
ハ
|
二
五
)

市
同
向
日
向
日

2
2口
W
S
E
R
i
-
-
:
:
:・2U1問
]
州
立
与
え
ロ
}
内
同
門
F
a
B回一
wwmpggm-
ミ山、
M
F
r
s
f
g
H
M
g
Z
S
L
r
a
s阿
佐
尽
乙
忠

2
3
E

(℃・∞。・叶
l
C
)

官
民
)
於
分
別
道
理
論
説
。

「
:
・
・
・
・
何
法
以
無
記
潟
因
。

一
切
無
記
有
矯
法
及
諸
悪
。
」

(
巻
四
、

一
九

O
下

五

六

)
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(
玄
)
故
品
類
足
設
如
是
言
。

(
衆
)
云
何
無
記
因
法
。
調
無
記
有
篇
法
及
不
善
法
。

(
品
)
無
記
矯
因
法
云
何
。
謂
無
記
有
矯
及
不
善
法
。

「
:
:
:
云
何
無
記
篇
因
法
。
謂
諸
無
記
有
矯
法
及
不
善
法
。
」

(
巻
六
、
三
二
下
二
四
l
二
五
)

(
巻
五
、
六
五
一
下
一
四
i

一
五
)

七
一
九
中
一
一
一
〉

(
巻
七
、

HUH長田
E
M
V
m
w
m
E
E
r
o
i
E
2
q白
S
R
r国
同
}
困
問

S
M同
ロ
ロ
可
図
的
同
似
門
佐
官

σ
E
H
E
H
E口}
)
}
回
目

f
g恒
常
宮
仲
間
巳
・
3
Q・∞
-
m
〉
阿
ハ
ぐ
-
H
)

・
巴
・
ニ
l
-
ω
)

(
員
)
達
分
別
道
理
論
。
彼
論
云
。
「
弓
一
口
依
入
十
八
界
揖
」
一
六
二
下
一
五
一
六
)

(
玄
)
遺
品
類
足
論
所
説
。
彼
説
「
言
依
十
八
界
揖
。
」

(
巻
一
、

(
巻
一
、
二
上
二
ハ
l

一
七
」

(
衆
〉
三
世
及
三
世
設
事
十
八
界
十
二
入
五
陰
揖
:
・

(
巻
七
、
六
五
九
上
六
)

北
大
文
学
部
紀
要



品
類
足
論
の
原
文
に
つ
い
て

(
口
問
)
三
世
三
言
依
事
十
八
界
十
二
慮
五
組
揖
:
:
・
。

(
巻
九
、

七
二
八
上
二
四
)(

巻
六
、

MMHmw}内田
E
M
V
m
H
m
g
E
E田
仲

良

E
句
阻
止
百
円
可

o
m注
目
制
戸
公
出
国

H40.
ロ
忌
ミ
M
2
g
Z
E
S
ョ

E
-
(℃
・
=
中
l
H
5・
k
F
阿ハ〈

-H)・
M
O
O
-
M
1
8

(
員
)
若
爾
麿
救
分
別
道
理
論
。
彼
論
一
再
o

於
五
道
「
一
切
随
眠
惑
縁
起
。
」

(
玄
)
品
類
足
論
嘗
云
何
通
。
彼
論
。
五
趣
ご
切
随
眠
所
随
増
」
故
。

一
九
九
中
二
六
i
二
七
〉

(
巻
八
、
四
二
中
九
l

一
O
)

〔
衆
〉
地
獄
趣
畜
生
餓
鬼
及
人
趣
:
:
:
欲
界
一
切
使
使
。
天
趣
:
:
:
三
界
一
切
使
使
。

(
口
問
)
地
獄
趣
:
:
:
欲
界
一
切
随
眠
障
増
。
傍
生
趣
鬼
趣
人
趣
亦
爾
。
天
趣
:
:
:
三
界
一
切
随
眠
障
増
。

(
巻
七
、
六
六

O
下
二
七
|
六
六
一
上
二
)

(
巻
九
、

七
三

O
上
一
九
i

二一一一)

五
、
第
七
品
・
弁
千
問
品

に
区
分
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
部
分
を
そ
の
記
号
に
よ
っ
て
示
し
た
。

第
七
口
聞
か
ら
の
引
用
文
は
同
じ
箇
所
が
適
宜
に
分
け
ら
れ
て
三
箇
所
に
引
か
れ
て
い
る
。
簡
便
の
た
め
に
、
後
に
引
く
「
品
」
を
細
か
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S
F
M
H
F
岳
民

8
2口
F
S
E
R
-
-
:
:
(〉
)
含

fF}凶
器
忠
吉
岡
吋
岡
田
五
件
印
同
門

E
M可
阻
止
。

t
z
z
E
H官

HS
∞
E
E百
円
同
志
内

O
H
F
2
5
E
4
H田
仲
間

g

〕刊川円詰ロ
(

(

U

)

E

-

(

出
印
)
回
国
停
間
百
円
同
志
叩

m
f
g叩
同

HM戸
口
同
円
山
}
阿
国

HEMSMZH
〕
伊
丹
片
岡
官
官
同
仰
恒
三

rx片
岡
戸
山
口
民
百
円
悶

HMMg
回
忌
同
官
三
オ
同
(
問
。
)

明
白
丹

S
骨
ミ
忠
臣
王
国
召
門
吉
]MFr自
由
片
山
函

5
3
E
-
Q・
8
・
下
回
目
)

(
員
〉
於
分
別
道
理
論
説
。
「
:
:
:
ω
有
法
以
苦
為
因
。
以
身
見
鶏
困
非
身
見
因
制
不
o

贋
説
如
彼
論
。
乃
至
云
削
除
身
見
及
諸
訟
法

生
老
住
滅
刷
所
有
別
染
汚
苦
諦
o

」
(
巻
四
、
一
九

O
下
七
|
九
)

(
玄
)
故
品
類
足
説
如
是
言
。
「
:
:
:
ω
或
有
苦
諦
以
有
身
見
矯
因
。
非
輿
有
身
見
魚
因
。
慶
詑
乃
至
。
小
川
除
未
来
有
身
見
及
彼
相
底

法
生
老
住
無
常
例
諸
儀
染
汚
苦
諦
。
」

(
巻
六
、
三
二
下
二
五
l
二
七
)



己且
E
E恒
白
唱
曲

HH同
r
o
r
U
1
2間
同
唱
え

2
門
住
吉
件
。
・

E

(
曲
目
)
目

U1M同
門
】
仏
己

f
r
r同
国
国
片
山
忌
召
回
国
昨
日
同

gsh-ztroZ]SHMH

(

川

崎

)

(

日

)

日
g
z
f・
(
怠
)
回
開
門

F31包
芯
昨

g
g
H
g
g
H
)
E
M
P
H
r
gロι
官
官

g
門戸

E
H
B削
HMMHHH阿
]
阻
止

H官
官

HmH恒
三

EtHMM
山
富
山
片
山
首
仲
間
同
叫

H
3
2
E匂
ミ
X
4山

(
凶
)

(同

S
U
E
S門
目
田
口
百
件

E
S円
同
信
門
日
ロ
ザ
}
内
}
凶
器
三
百

HMM・
(
E
)
田
三
百
百
円

-
2
H
H
7
0
2
E若
田
呉
冨
可
阻
止
ヱ

a
s
Z
E
H
(
σ
6
3
(
H
R
2

ロ
回
出
国
昨
日
内
問

U1白内同叫咽竹内叩同

印同

EH)芦田
g
u
w
E・
(
匂
・
∞
品
・
。

l
H
S

、l
ノ

、

h

ノ

(
員
)
達
分
別
道
理
論
。
論
云
。
「

ω有
法
以
身
見
帰
国
、
不
鶏
身
見
因
。

d
除
身
見
及
身
見
相
雁
法
生
老
住
滅
必
若
有
所
飴
染
汚
苦
諦
。

/
t

、、

f
t
¥

M
以
身
見
鶏
困
、
亦
作
身
見
因
、
回
是
所
除
法
。
」
(
巻
四
、
一
八
八
下
二
ハ
|
二

O
)

/{、、

/
l
¥

、lノ

(
玄
)
遺
品
類
足
論
所
設
故
。
如
彼
論
告
一
口
「

ω或
有
苦
諦
以
有
身
見
矯
困
、
非
輿
有
身
見
潟
因
。
必
除
未
来
有
身
見
及
彼
相
膳
法
生
老

/
t
¥
 

、1
ノ

、

1

ノ

、

}

ノ

住
非
常
品
諸
飴
染
汚
苦
諦
o

M
或
有
苦
諦
以
有
身
見
震
因
亦
興
有
身
見
鶏
因
回
卸
所
除
法
o
」
(
巻
六
、
三

O
下
一
二
|
二
ハ
)

/
'
t

、

〆

t

、、

/
'
t

、、
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可
丘
片
山
岳
民
問
自
己
宮
内

W
B
会
(
血
中
一
)

同
ロ
凶
∞

mw片山同口問お
4
F

回
伊
丹

FMMMS門
H2tH何回
..... 
戸..... 
g 
宮
町コ
>-1 
問
、司
戸
同-
F司ト
白

S;-:; 17 

s 
0.. 
ロ
.p-' 

t;"' 
r 
向

g 
..... 
ミ4
出.s 
出
品
泊
以

mF句
由

M1広
4
副・

(由。

)
U
1
E
S門
町
ロ
百
件

E
S宮
HM戸門日戸
f
F
r
g伊
丹

3HMH(丘
〉
仲
間
同

S
F
g可
色
村
申

t
r
z己
内
田
信
ロ
出
回
国
昨
日
向
間
宮
内
同
判
明
な

H
F
O
Z同
(
芯

)
U
1
E
Z

(
芯

)
g同
国
巳

rmH吉
弘
判
明

t
z
z
-
S告
白
山
長
旧
宮
内
々
ヱ

o
p
g
r
m
w件
己
て
、
在

-
Q
-
g・
ニ

l
-
3

(
員
)
復
次
若
爾
云
何
詮
此
文
。
「
叫
除
未
来
身
見
及
身
見
相
騒
音
諦
必
所
詮
染
汚
苦
諦

o
u此
以
身
見
矯
因
非
身
見
因
。
回
是
所
除

/
t

、

〆

t

町

、

〆

t

町

、

/

・

、

、

M
此
以
身
見
魚
因
亦
是
身
見
因
。
」
(
巻
四
、
一
八
九
中
二
五
|
二
八
)

〆
l

、(
玄
〉
若
爾
何
故
品
類
足
説
。
「

ω或
有
苦
諦
、
以
有
身
見
矯
因
非
輿
有
身
見
鶏
因
。
制
除
未
来
有
身
見
及
彼
相
麿
苦
諦
例
諸
飴
染
汚

、，ノ

苦
諦
。
同
或
有
苦
諦
。
以
有
身
見
矯
因
亦
興
有
身
見
鶏
因
。
回
副
所
除
法
。
(
巻
六
、
一
一
一
一
下
五
九
〉

(衆

)ω
苦
諦
、
或
身
見
是
彼
因
彼
非
身
見
因
。
倒
或
身
見
是
彼
因
彼
亦
身
見
因
。
例
制
或
身
見
非
彼
因
彼
亦
非
身
見
因
。

国
岳
山
目
立

S
召

北
大
文
学
部
紀
要



品
類
足
論
の
原
文
に
つ
い
て

、Bノ叫
身
見
是
彼
因
彼
非
身
見
因
者
。

ω謂
除
過
去
現
在
見
苦
断
使
彼
相
躍
苦
諦
。
同
除
過
去
現
在
見
集
断
一
切
遍
使
彼
相
麿
苦
諦
。

ω除

未
来
身
見
相
底
苦
諦
、
川
切
除
身
見
生
住
具
誠
及
彼
相
麿
法
生
住
異
減
、
川
W
若
諸
儀
積
汚
苦
諦
。

、，ノ似
身
見
是
彼
因
彼
亦
身
見
因
者
。

ω調
前
所
除
爾
所
法
。
(
巻
一
O
、
六
七
三
中
二
O
|
二
八
)

(品

)ω
謂
苦
聖
諦
。
或
有
身
見
震
因
非
有
身
見
因
。
倒
或
有
身
見
震
因
亦
有
身
見
因
。
制
或
非
有
身
見
矯
因
非
有
身
見
因
。

叫
有
身
見
潟
因
非
有
身
見
因
者
。

ω謂
除
過
去
現
在
見
苦
所
断
随
眠
及
彼
相
麿
供
有
等
苦
諦
。

ω亦
除
過
去
現
在
見
集
所
断
遍
行
随
眠

及
彼
相
謄
倶
有
苦
諦
。

ω亦
除
未
来
有
身
見
相
庭
苦
諦
。
同
w
亦
除
未
来
有
身
見
及
彼
相
臆
法
生
老
住
無
常
。
川
w諸
儀
染
汚
苦
諦
。

M
有
身
見
潟
因
亦
有
身
見
因
者
。

ω謂
前
所
除
苦
諦
(
(
巻
二
二
、
七
四
五
上
二
七
|
中
山
ハ
)

/
『
、
、

註
(
1
)

『
冠
導
本
』
及
び
こ
れ
に
も
と
づ
く

F
D口
町
内
山
四
戸
田
〈
m
w
}
-
b
叩
司
O

守

由
回
目
口
一
円

krr広島
Y
R
B
ω
r
c
E
仏
ゆ
〈
曲
目
ロ
『
白
ロ

L
r
z・
玄
注
目
口
問
叩
目

。Eロ
0
2
2
回

o
c
L
ι
E
A
5
r
〈

O
-
-
H
i
-
Z
O
C
A
B
-
Z
恥
品
目
己
。
口
同
由
コ

荻
原
雲
来
・
木
村
泰
賢
『
国
訳
大
蔵
経
』
論
部
第
十
一

1
1
十
三
巻
、
西

義
雄
『
国
訳
一
切
経
』
毘
曇
部
二
十
五
|
二
十
六
巻
、
渡
辺
楳
雄
『
有

部
河
昆
達
磨
論
の
研
究
』
五
一
頁
以
下
な
ど
を
参
照
。

(
2〉

HM・
司
円
白
色
戸
田
召

u
O仏
・
リ
〉

r
r
E
Y
R
E
ω
l州内
o
s
r
r削
匂

ω・、
H，
Hro同国ロ

∞
白
口
田
町
広
巧

OHEω
叩同

Es--〈
HHH・
H
M
2
5
5ミ
.
口
問

E
r
F
E

《

P
R自
由

rob白
色
町
∞

r
g
u『
向
。
同
削
口
}
戸
川
山
門
可
同
〈
mw
田
口
寸
田
口

ι
r口
当
ご

r

ω-vrc仲
間
ユ
「
同

8
5
5
8仲
田
ミ

oh
〉
白
川
同
門
可
田
ペ
弘

o
g
x
s・
a
-
r可

30 

品
可
仲
間
・

お
さ
l
ハ回

2
仏品目戸白

ω若
田

B
F
ロd
q
印
ユ
}
内
田
仏
国
国

ω}戸
田
由
江
戸
・

∞
}
阿
国
岡
田
己

ωσ
ユ
町
田
!
日
一
)

(

3

)

次
の
略
号
を
用
い
る
。
員
|
長
諦
訳
倶
舎
論
。
玄
玄
英
訳
倶
舎
論
。

衆
|
衆
事
分
阿
毘
曇
論
。
口
問
|
品
類
足
論
。
結
文
は
特
に
断
り
の
な
い

と
き
は

HMg仏
}
戸
田
口
の
刊
本
を
指
す
。
〉
剛
山
〈
・

lω
司
}
同
居
仲
間

2rmF
〉

σ
E
a

《

5
2
5
島
ob同
1

4
悶

rru品
、
主
・

Z
Cロ
『
回
目
巧

O開
-
E叶同・

(
4
〉
苑
本
甘
・

Mg-A民
間
・
「
員
」
巻
一
四
、
二
五
五
上
七
以
下
、
「
玄
」
巻

一
九
、
一

O
一
上
一
二
以
下
。

(
5〉

2
2削
否
問
)
吋
即
日
】
回
出
口
O

苦
手
間

P
品
目
同
問
H
V
0
2
・

〉

σ
E門
臣
民
自
由
a

円四回口目、

MM-Mω
白
・
目
印
・

(

6

)

国ゲ

E
S間
口
問
『
を
訂
正
。



(

7

)

「
五
法
行
経
」
(
大
正
二
八
、
九
九
九
中
二
五
〉

九
九
六
中
一
一
二
一
)
に
も
こ
れ
を
説
く
。

(

8

)

「
如
者
等
」
(
「
五
法
行
経
」
九
九
九
中
一
一
一
一
一
)

五
事
論
」
九
九
六
中
二

O
)

(

9

)

円
切
・
〉
同
J
N

・
-v
・
2
串・
ω
C

山
由
-
印
・
-
-

(ω)
な
お
門
員
」
巻
四
一
(
一
八
四
六

l
七
「
阿
見
達
磨
中
読
」
「
玄
」
巻

五
(
二
六
上
二
五
|
一
一
六
「
封
法
言
」
)
に
も
同
文
の
引
用
が
あ
る
。

(
日
)
間
回
目
2
-
s
f
を
訂
正
す
る
o

〉
穴
〈
・
ヲ

ω
S・
5
・
〉
r
E門
5
2日由自

roh山向者向昨日叶

ω目ur同寸川間内一
F
副
司
・
品
419
日・

(
問
〉

krEF門戸}岡田町同
HMmrob
回
当
X
F
ω
同
】
「
ロ
門
出
吋
手
削
(
ヲ
九
時
∞
・

3
は
E
O
和田』

}内口和田]曲目田町
M
H
}

】押戸田
S
F問}
V

と
す
る
。

「
五
事
論
」

(問、

「
於
等
計
等
」

四

阿
昆
曇
五
法
行
経
の
前
文
に
つ
い
て

f¥ 

ー「

(日
U

目
-ur町内子白円
B
出
品
目
古
田
(
官
・
宗
一
1

・
8
は

古
r
g
円子国円同国間
M
M

と
す
る
。

(
M
口
)
(
玄
)
〈
品
)
の
み
に
「
未
来
」
が
あ
る
が
、
先
木
、
(
真
〉
(
衆
)
に
は

欠
く
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
も
欠
く
。
影
印
北
京
版
一
一
五
巻
、
一
五
八
頁

コ
ス
一
、
一
五
六
頁
二
、
四
。

(
日
)
「
彼
相
藤
法
」
を
読
ま
な
い
『
口
問
類
足
論
』
が
あ
る
。
『
倶
舎
論
』
同

所
、
『
婆
沙
論
』
(
大
正
二
七
、
八
一
下
)
参
照
。

(
時
)
こ
こ
に
口
同

E
同r
g占品川田
Z
H
r巾

zf
が
付
加
さ
れ
て
い
る
が
除
く
。

〉
民
〈
-
H
U
-
-
u
ω
-
M
吋・
K

戸
rrF
円凶]回目円自由
r
0
2
4〈山内]凶

ω
同)}同戸市間三円戸川山

間】
-

M
∞∞ロ・-・

(
口
)
「
彼
相
麿
」
を
読
む
の
は
現
存
『
品
類
足
論
』
と
は
別
の
読
み
方
で
あ

り
、
『
倶
舎
論
』
を
批
判
し
て
い
る
。
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安
世
高
訳
・
阿
毘
曇
五
法
行
経
が
五
事
論
の
巣
訳
で
あ
る
こ
と
に
は
開
題
が
な
い
が
、
そ
の
前
文
と
も
言
う
べ
き
部
分
は
他
に
例
を
見

な
い
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
こ
れ
が
本
来
五
事
論
に
そ
な
わ
っ
て
い
た
も
の
か
ど
う
か
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
五
事
論
が
本
来
単

行
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
安
世
高
訳
が
最
も
古
い
翻
訳
で
あ
る
こ
之
、

な
ど
か
ら
、

五
事
論
そ
の
も
の
の
形
態
上
の
変
遷
を
考
え
る

べ
き
か
否
か
、

よ
い
う
問
題
を
提
起
す
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
前
文
は
太
正
蔵
経
で
五
六
行
あ
る
が
、

そ
の
内
容
は
苦
法
難
可

〈
新
訳
で
云
う
苦
法
智
忍

γ
苦
法
賠
以
で
四
諦
に
~
関
す
る
法
鯖
可
・
法
鮎
の
説
明
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
で
非
常
・
苦
・
空
・
ー
非
身
、
四
諦

が
解
説
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
直
後
に
通
常
の
五
事
論
に
一
相
当
す
る
文
が
続
く
。
こ
の
前
後
の
脈
絡
は
明
瞭
と
は
一
言
え
ず
、
五
事
論
に
相
当

北
大
女
学
部
紀
要



品
類
足
論
の
康
文
に
つ
い
て

す
る
文
の
中
に
も
十
智
等
が
あ
る
が
、

そ
れ
と
の
関
連
も
本
書
の
中
で
は
全
く
見
出
さ
れ
な
い
。

前
文
と
本
文
と
の
関
係
に
つ
い
て
特
に
積
極
的
な
見
解
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
は
福
原
亮
厳
博
(
主
で
あ
る
。
博
士
は
「
五
事
毘
婆
仇
鮮
」

に
お
い
て
法
救
が
造
論
の
目
的
と
し
て
「
略
に
依
り
て
自
共
相
を
覚
ら
し
め
」
る
こ
と
を
挙
げ
、
諸
法
の
自
相
・
共
相
と
は
「
堅
湿
優
等

は
是
れ
諸
法
の
自
相
な
り
。
無
常
苦
等
は
是
れ
諸
法
の
共
相
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
前
文
が
こ
こ
に
云
う
共
相
に
相

当
す
る
も
の
と
解
さ
れ
、
五
事
論
の
「
原
型
は
、
現
存
の
『
五
法
行
経
』
の
通
り
に
、
八
智
、
無
常
・
苦
・
空
・
無
我
、
四
諦
等
(
共
相
)

を
五
事
の
聞
説
に
先
行
せ
し
め
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
量
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
o

し
か
し
、
右
の
よ
う
に
解
す
る
と
し
て
も
、
十
智
の
中
で
「
共
相
」
に
相
当
す
る
内
容
が
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
前
文
に

お
い
て
こ
れ
が
特
に
説
か
る
べ
き
積
極
的
な
理
由
は
見
出
し
難
い
と
思
わ
れ
る
o

さ
ら
に
五
事
論
の
本
文
は
文
体
上
も
特
色
あ
る
論
書
で

あ
っ
て
、
前
文
と
は
性
格
を
異
に
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
そ
こ
で
前
文
の
問
題
は
別
の
角
度
か
ら
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

安
世
高
の
訳
出
し
た
経
典
三
十
五
訴
の
中
で
品
類
足
論
に
関
係
を
有
す
る
か
も
知
れ
な
い
も
の
は
外
に
七
法
経
、
五
法
経
、
阿
毘
曇
九
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十
八
結
経
で
あ
る
。

次
に
こ
れ
ら
を
経
録
に
従
っ
て
見
て
み
よ
う
。

一
、
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
二
ハ
大
正
五
五
・
六
上
|
中
)

蓄
録
一
玄
阿
毘

阿
毘
曇
五
法
経
一
巻
曇
五
法
行
経

七
法
経
一
巻
一
階
誠
一
街
一
四
曇
村
腕
一
昭
一

五
法
経
一
巻

阿
昆
曇
九
十
八
結
経
一
巻
今
関

同
じ
巻
に
収
め
る
新
集
異
出
経
録
に
お
い
て
は
次
の
記
載
が
あ
る
。

(問、

一
五
上
)



阿
毘
曇
一
詩
情
一
一
間
同
議
蹴
法
七
法
二
巻
今
関
七
法
阿
見

一
一
、
『
衆
控
目
録
』
(
法
鰹
録
〉
巻
一
ニ
(
同
・
二
一
八
中
)

後
漢
世

七
法
経
一
巻
安
世
高
議

五
法
程
一
巻
後
漢
世

安
世
高
謬

一
二
、
『
歴
代
三
賓
記
』
巻
一
(
大
正
四
九
・
五

O
中
ノ
下
、

奮
録
云
阿
毘
曇
五
法
行

阿
毘
曇
五
法
経
一
念
経
出
長
阿
含
見
紡
録

七
法
経
一
巻
龍
釧
問
一
夜
融
問
一
諮
問
総

見
僑

阿
毘
曇
九
十
八
結
経
一
巻
紡
銭

五
法
経
一
巻
一
日
糊

五
二
上
)
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(
仁
書
録
)
巻
五
(
同
・
一
七
八
上
)

後
漢
世
安
世
高
課

『
大
唐
内
典
録
』
巻
一
(
同
・
二
一
二
中
、
二
二
二
下
、
二
二
三
中
)

菩
録
云
阿
毘
曇
七
法
行
経
出
長

七
法
経
一
巻
阿
含
或
直
云
七
法
行
見
祐
録

阿
毘
曇
九
十
八
結
鰹
一
巻
制
結

五
法
経
一
同
時
一

阿
毘
曇
五
法
行
経
一
切
結
一
一
時
限
一
日
一

な
お
巻
七
三
二

O
二
上
〉
巻
八
(
一
一
二
二
中
)
巻
九
三
二
二
五
下
)
を
参
照
。

六
、
『
古
今
課
程
園
紀
』
巻
一
(
同
・
三
四
九
上
)

四

『
衆
経
目
録
』

七
法
鰹
一
巻

五、

北
大
文
学
部
紀
要



品
類
足
論
の
原
文
に
つ
い
て

阿
毘
曇
五
法
経
一
巻

七
法
経
一
巻

阿
毘
曇
九
十
八
結
経
一
巻

4二

『
太
周
刊
定
衆
経
目
録
』
巻
八
(
同
・
四
二
二
下
)
巻
十
(
同
・
四
三
四
中
)

阿
見
曇
五
法
経
一
巻
語
講
師
刊
糊

七
法
経
一
巻
蓄
録
云
阿
毘

曇
七
法
行
経

阿
見
曇
九
十
八
結
法
一
巻
誠
一
順
一
世
話
問

な
お
巻
二
一
(
同
・
四
四
五
上
、
四
五
八
中
)
に
阿
毘
曇
五
法
論
一
巻
を
出
し
て
い
る
。

八

『
開
元
稗
件
数
録
』
巻
一
《
同
・
四
八

O
中
、
下
〉

阿
毘
曇
五
法
長
一
巻
韻
断
結
府
側
毘
曇

こ
れ
寸
巴
上
見
存
」
で
あ
る
γ

が
、
「
己
下
闘
本
」
の
中
に

五
法
鰹
一
巻
一
日
榊

阿
見
曇
九
十
八
結
経
一
巻
向
糊

な
お
巻
↓
五
円
同
・
六
四
一
下
)
を
参
照
。
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九、

司
開
元
蒋
教
録
略
出
』
巻
四
(
同
・
七
四
五
上
〉

阿
毘
曇
五
法
行
経
一
巻
一
震
一
則
一
耀
一
一
一

十
、
で
具
元
新
定
砲
件
数
目
録
』
巻
一
《
同
，
七
七
七
中
)
巻
二
(
同
・
七
七
七
下
、

阿
昆
曇
霊
山
行
経
一
巻
一
課
一
町
富
市
榊
械

七
七
八
上
〉



七
法
鰹
一
巻
閉
経
一
肌
間
一
時
一
疑
問
団
一
均
一
器
七

五
法
鰹
一
巻
制
鮒

阿な阿
毘お毘
曇巻曇
五三九
法十十
行(八
経同結
一・経
巻一一
亦亦 O 巻
云云四給見
阿阿五銭信
昆昆 『

曇曇井1
五苦
法慧、に
経経は

十

紙

以
上
、
経
録
の
中
か
ら
抽
出
し
た
が
、
網
羅
的
で
は
な
い
。
し
か
し
阿
毘
曇
五
法
行
経
以
外
は
早
く
に
欠
本
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
そ
の
中
で
阿
毘
曇
九
ム
i

八
結
鰹
に
つ
い
て
は
道
安
が
「
似
世
高
撰
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
道
安
み
ず
か
ら
も
そ
の
注
釈
を
著
し
た
。

阿
見
曇
五
法
行
経
に
つ
い
て
も
幾
つ
か
の
研
究
書
が
作
ら
れ
た
ら
し
い
。
経
録
の
中
で
気
づ
い
た
も
の
を
記
す
と
左
の
通
り
で
あ
る
。
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抄
阿
見
曇
五
法
行
経
一
巻

部
門
克
陵
文
宣
王
所
抄
『
出
コ
ζ

巻
五

(
大
正
五
五
・
三
八
上
〉

『
大
唐
内
典
録
』
巻
十

(
同
・
コ
一
三
五

上
)

『
開
元
理
件
数
録
』
巻
十
八
(
同
・
六
七
九
下
)

阿
昆
曇
五
法
行
義

謝
慶
緒
『
出
コ
ア
』
巻
二
一
(
同
・
八
四
中
)

阿
見
曇
五
法
一
巻

帯
子
良
『
衆
経
目
録
』
巻
五
(
同
・
一
四
四
上
)

異
阿
見
曇
五
法
経
一
巻

帯
子
良
『
衆
経
目
録
』
巻
四
(
同
・
一
七
五
上
)

従
っ
て
本
書
は
あ
る
程
度
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
か
る
に
経
録
が
前
に
記
し
て
あ
る
よ
う
に
、
本
書
を
阿
国
防
曇
苦
慧
鰹
と
も
呼
ん
で
い
る
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
開
元
蒋
数
録
』

『
開
元
蒋
数
録
略
出
』
が
そ
う
で
あ
り
、

『
貞
元
録
』
巻
一
で
は
『
開
元
録
』
か
ら
「
亦
云
阿
毘
曇
苦
慧
経
」
を
削
除

北
大
文
学
部
紀
要



品
類
足
論
の
原
文
に
つ
い
て

し
て
い
る
が
、
巻
三
十
で
は
阿
毘
曇
苦
慧
程
、

阿
毘
曇
五
法
経
を
別
名
と
し
て
出
し
て
い
る
o

と
こ
ろ
で
か
か
る
扱
い
方
は
『
大
周
刊
定
衆
経
目
録
』
巻
七
(
四

O
九
上
)
に
よ
る
と
宝
唱
録
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は

次
阿の
昆よ
右曇う
後苦に
漢慧記
代経さ
安一れ
世巻て
高五ーい

語望台る
イTE民 O

出経曇

賓
唱
録

阿
毘
曇
苦
慧
経
の
名
は
独
立
の
経
典
と
し
て
は
他
に
見
え
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
苦
慧
経
は
『
出
三
識
記
集
』
以
来
多
く
の
経
録
に
記

さ
れ
て
い
る
o

し
か
し
い
ず
れ
も
欠
本
で
あ
勺
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

経
録
か
ら
知
ら
れ
る
の
は
以
上
で
あ
る
o

そ
こ
で
阿
毘
曇
五
法
行
経
が
何
故
阿
毘
曇
苦
慧
経
の
名
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
が
問
題
と

さ
れ
る
。
単
純
な
別
名
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
五
法
行
粧
が
苦
法
賠
可
に
は
じ
ま
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ

と
す
る
よ
り
は
、

前
文
そ
の
も
の
が
本
来
昔
慧
経
で
あ
っ
た
、

36 

る
。
し
か
し
そ
れ
を
も
っ
て
別
名
と
し
た
、

と
推
定
す
る
こ
と
の
方
に

よ
り
大
き
な
蓋
然
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
o

す
な
わ
ち
、

か
な
り
早
い
時
期
か
ら
苦
慧
経
が
五
法
行
経
と
結
び
つ
い
て
伝
え
ら
れ
た

た
め
に
、
後
代
に
お
い
て
両
者
が
あ
る
い
は
独
立
に
、
あ
る
い
は
相
互
に
他
の
具
名
と
し
て
扱
わ
れ
る
と
い
う
混
乱
を
生
じ
た
の
で
あ
ろ

う
。
従
っ
て
五
法
行
経
の
前
文
は
苦
慧
経
で
あ
り
、
五
法
行
程
か
ら
切
り
離
し
て
扱
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

右
の
推
定
に
は
な
お
種
々
の
問
題
が
附
随
し
、
全
体
的
解
明
は
詳
細
な
検
討
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

一
、
前
文
は
文
体
上
か
ら
も
、
内
容
か
ら
も
本
文
か
ら
切
り
離
す
方
が
理
解
し
や
す
い
。

二
、
経
録
の
記
載
か
ら
、
本
文
に
別
の
も
の
が
附
加
さ
れ
た
と
い
う
推
定
を
否
定
し
え
な
い
。

と
い
う
こ
点
に
も
と
づ
く
仮
説
と
し
て
提
出
し
た
い
。



‘王
(
l
)
福
原
亮
厳
博
士
『
有
部
阿
昆
達
磨
論
書
の
発
達
』
一
五
五
|
八
頁
参
照
。

(

2

)

大
正
二
八
・
九
八
九
中
。

(

3

)

前
掲
書
、
一
五
八
頁
。

(

4

)

拙
稿
「
品
類
足
論
の
成
立
試
論
」
合
一
〉
(
『
三
歳
』
一
一
一

O
)
六
頁

参
照
。
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
改
め
て
詳
論
し
た
い
。

(
5
〉
林
屋
友
次
郎
『
経
録
研
究
前
篇
』
一
二
九

O
l九
二
頁
、
塚
本
善
隆

『
中
国
仏
教
通
史
』
第
一
巻
、
九

O
i九
三
頁
参
照
。

北
大
文
学
部
紀
要

(
6
〉
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
二
(
大
正
五
五
・
六
中
)

(
7
)
塚
本
博
士
、
前
掲
書
、
五
三
六
頁
参
照
。

(
8
)

『
出
三
綴
記
集
』
巻
四
(
大
正
五
五
、
三
五
上
〉
『
衆
経
目
録
』
巻
五

(
問
、
一
四
三
下
〉
『
衆
経
目
録
』
巻
一
ニ
(
問
、
一
七
一
中
)
『
衆
経
目

録
』
巻
二
一
〈
向
、
二

O
六
上
)
『
大
周
刊
定
衆
経
目
録
』
巻
十
二
ハ
問
、

四
五
六
中
〉
『
開
元
岨
件
数
録
』
巻
五
、
十
五
(
同
、
五
三
四
中
、
六
四

七
上
)
『
貞
元
新
定
緯
致
目
録
』
巻
八
、
二
十
五
(
同
、
八
一
一
一
一
下
、

九
八
三
上
」
な
ど
。
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